
北海道の雪氷 No 20(2001)

屈斜路湖の結氷期後半における御神渡りの成長について

東海林明雄・石原有香 浅野暢・亀田治司・苗加大輔・愛沢さとみ・
岩田幸基 吉田陽才 梅田諭 (北教大)・ 石黒直子 (お茶の水大)
ベロニーク、マルバル (リ ュモージュ大)

1. は じめに
御神渡り現象に関するこれまでの研究で、氷厚が 30 cll程度の厚さになるまでの結氷

初期については、氷盤の破壊とその御神渡り隆起についての予測が可能になった。しか

し、結氷期後半になると氷盤は、厚さを増すと共にその強度を増し且つ重くなる、また、

岸辺付近では、湖底や岸辺の岩石との摩擦も大きくなり、動きにくくなる。そのため、

御神渡り隆起を予測するためのパラメーターが多くなり、予測は難しくなる。また、こ

れまでは観測データも殆ど無い状態であった。今冬、屈斜路湖に於いて、岸方向への氷

板の移動を捉えることで、屈斜路湖の結氷期後半における御神渡りの形成と成長につい

て考察するのに必要な、有効なデータを得ることができた。

2.観測の方法
観測は、湖岸の立ち木を利用して固定したステンレス滑車付のポールAと、湖氷上に

垂直に立てたポールBの間隔を、p otenl onleter法 によって出力させた電位差を i nterv」
10分で電位差記録システムに収録する方法で行った。ステンレス滑車はpoteniOmeter

図 1.屈斜路湖東岸の砂湯から075 km北方の湖岸 (Na l)で 、in"rvJ 10分
で測定した、氷盤の前進と後退。小さな日変化と三寒四温の状態に追随する
形式での、氷盤の大きな移動とがよく現われている。
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法における、習動子の役割を担う。収録したデータの解析結果から、この装置により、

岸方向への氷盤の移動がプラスマイナス l nuの精度で記録されていることが分かった。

岸辺に平行する方向への氷盤の移動の、日変化と長期的変化を三角測量で求めたが、そ

の量は、少ないことが解った。また、対岸の調査を行い、対岸の岸方向への氷板の移動

が無いことを確認した。ポール Bは岸から20メ ートル以上離れた氷盤上に設置した。

十分な距離はなすことで、氷盤の岸辺への迫り上げの時に起こる複雑な影響を除くこと
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図2 気温の記録。図 1の氷盤の前進と後退、つまり、小さな日変化と三寒四温の
状態に追随する形式での、氷盤の大きな移動とを非常によく説明できる。
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図3.ポールBの付近の水面に熱電対を埋設し、氷温データを収録した。観測期間中、
氷の表面は 4 cmか ら7 calの積雪で覆われていた。
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ができた。また、ポールBの付近の氷面に熱電対を埋設し、氷温データを収録した。観

測期間中、氷の表面は4¨から7 cmの積雪で覆われていた。

この装置を、屈斜路湖東岸の砂湯から075 km北方の湖岸 (Ml)と 、このNQ lの

位置から16 km北東方向の湖岸 (M2)の二箇所に設置して同時に記録を取り、比較
出来るようにした。2001年 2月 19日から2001年 4月 4日迄の間 i nterva1 10分 で、

ほぼ連続したデータを得ることが出来た。この期間の氷厚は42 cmか ら

“

cmであった。

2001年 3月

図4 図1に続く氷盤移動の記録。2001年 3月 7日 から2001年 3月 28日 迄。

図5,図 1の No lの観測地点から16 km北東方向の湖岸 (No 2)における氷盤移動の
記録。図5と 図1を重ねると、全く同じ変動パターンを示していること力S解 り、
この場合における、観測地点による差が無いことを示している。
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NQ 2  岸方向への氷板移動臣薔

(2Xll年 2月 22日 ～ 3月 7日 )
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3.観測の主な成果
御神渡り現象に関するこれまでの研究で、氷厚が 30 cmに なる以前、つまり結氷初期

については、氷盤の破壊とその御神渡り隆起現象が気温の日変化に追随する状態で日変

化として繰り返されるので、その予測が可能になっている。しかし、今回行った、氷厚

が 42 cal～ 65 cmの 、結氷期後半に行った観測データによると。気温の日変化による氷盤

の動きは少なく、むしろ三寒四温の状態に追随する形式で、氷盤の移動が起こるという

結果が得られた。そして、氷厚の増カロと共に氷盤移動の周期は長くなると共に、気温が

プラスになり岸辺の岩石などとの凍着が解除され、摩擦が少なくなった時に、大きな移

動が起こることが解った。これは、御神渡り形成メカニズムの解明に大きく寄与する知

見である。

写真 観測期間中に発生した亀裂 佐 )と御神渡り (右 )
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